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地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
家
具
な
ど
の
範
国
防

比
対
策
は
し
て
あ
り
ま
す
か
。
非
常
持
ち
出
し
田
の
準
備
は
万
全
で
す
か
。
家
族
ガ
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
疋
と
き
の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所
は
決
め
て
あ
り
ま
す
か
。
自
治
会
な
ど
ガ
行
う
自
主

防
災
訓
練
に
巷
加
し
て
い
ま
す
か
。
避
難
施
設
は
ど
こ
巳
あ
る
か
ご
寄
じ
で
す
か
。
大
地
震
ガ

発
生
し
た
と
き
巳
被
害
を
最
小
限
巳
食
い
広
め
る
定
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
備
え
と

冷
静
な
行
動
ガ
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
、
舎
す
ぐ
再
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

1ヨ2)m~⑧安全をt-TIソ'l~件、
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。
家
の
外
周
も
チ
ェ
ッ
ク

・
家
の
土
台
に
亀
裂
や
ぐ
ら
つ

き
は
な
い
か

-
屋
棋
が
わ
ら
は
し
っ
か
り
固

て
い
る
か

テ
ナ
や
ひ
さ
し
は
ぐ
ら

い
な
い
か

ッ
ク
塀
や
石
恒
一
は
傾
い

い
な
い
か

ス
の
ボ
ン
ベ
は

さ
れ
て
い
る
か

ら
落
ち
そ
う
な

は
な
い
か

我が身を守る10か条

1. 一橋大切なものは命。丈夫

な机やテーブルなどの下にも

ぐり身を守る

2. ~終王手く火の始末とブレーカ
ーを切る。あわてず、冷静に

3. 戸や完去をあけて脱出口を確

保する

4. 火が出たらすぐに消す。延

焼を防ぐポイントは初期消火

5.タトに逃げるときはあわてず

に。かわらや看板、慾ガラス

などが落ちてくることもある

6. ブロック塀や自動販売機の

そばには近寄らない

7.陣波やが貯崩れに注窓

8.避難は徒歩で持ち物は最小

限に

9.みんなで協力し合って被害

を最小限に。火災の初期消火

や救出救謹などお互いに協力

を

10. 正しい情報をつかみ、デマ

に惑わされない

非
常
持
ち
出
し
品
は

大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道

・
電
話
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ

た
り
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
キ
ャ
ン
プ
用
の
ア
ウ

ト
ド
ア
用
品
な
ど
は
非
常
時
に

か
な
り
の
役
目
を
果
た
し
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
気
分

で
一
度
試
し
て
み
て
は
。

。
ラ
ジ
オ
:
・
A
M
、
F
M
両
方

聴
け
る
物
を
、
予
備
電
池
も

O
懐
中
電
灯
・
・
・
で
き
れ
ば
1
人

に
一
つ
、
予
備
屯
池
も

O
応
急
医
薬
品
・
・
・
ば
ん
そ
う
と

う
、
傷
葉
、
包
帯
、
胃
腸
葉
、

鎮
痛
剤
、
持
病
の
あ
る
人
は
常

備
薬
な
ど

。
非
常
食
品
:
・
カ
ン
パ
ン
や
缶

詰
な
ど
火
を
通
さ
な
く
て
も
食

べ
ら
れ
る
も
の
。
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
。
缶
切
り
、
栓
抜

き
も
忘
れ
ず
に

O
そ
の
他
・
・
・
下
着
や
上
着
な
ど

の
衣
類
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
雨
具
、
軍
手
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
、
洗

面
具
、
生
理
用
品
な
ど

ま
で
、
最
低
三
日
間
は
自
活
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

』つ。。
食
料
・
・
・米
や
簡
単
な
調
理
で

食
べ
ら
れ
る
食
品

。
飲
料
水
・・・
1
人
1
日

3
Mが

目
安
。
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
保

存
し
て
お
く

。
燃
料
・
・
・
卓
上
と
ん
ろ
や
固
形

燃
料

こ
ん
怠
も
の

も
必
要
で
す

。
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
場
合
:
・
粉

ミ
ル
ク
や
ほ
乳
び
ん
、
離
乳

食
、
紙
お
む
つ
な
ど

。
お
年
寄
り
が
い
る
場
AP--
予

す

ぐ

持

ち

出

せ

る

よ

う

に

あ

備

の

眼

鏡

、

入

れ

歯

、

補

聴

器

ら

か

じ

め

リ

ュ

ッ

ク

な

ど

に

つ

な

ど

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
ス
リ
ッ
パ
や
靴
:
・
避
難
コ
1

0
貴
重
品
:

・

現

金

(

叩

円

玉

が

ス

は

ガ

ラ

ス

の

破

片

や

が

れ

き

あ

る

と

公

衆

電

話

の

利

用

に

便

な

ど

で

危

険

が

一
杯

利
)
、
預
貯
金
通
帳
、
印
鑑
、
免
大
災
害
時
に
、
組
織
的
な
救

O
そ
の
他
・
:
さ
ら
し
、

許
証
、
保
険
証
な
ど
援
・
復
旧
活
動
が
軌
道
に
乗
る
プ
、
マ
ス
ク
な
ど

一
次
持
ち
出
し
昂

二
次
持
ち
出
し
ロ
凹

備
蓄
の

市分
の割・

容を
組進
み的

高る
介

市

の

備

蓄

は

市
で
は
二
十
五
年
間
保
存
で

き
る
宇
宙
食
(
ク
ラ
ッ
カ
ー
、

シ
チ
ュ

ー
)
を
七
万
四
千
食
、

毛
布

一
万
三
千
七
百
枚
、
簡
易

ト
イ
レ
ニ
百
三
十
八
基
な
ど
を

総
合
公
園
と
消
防
署
旭
出
張
所

に
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
備
蓄
品
を

災
害
時
に
拠
点
基
地
が
設
置
さ

れ
る
小
・
中
学
校
の
余
裕
教
室

な
ど
へ
分
散
さ
せ
る
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害

時
に
道
路
な
ど
の
損
壊
で
輸
送

手
段
が
断
た
れ
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
行
う
も
の
で
す
。

な
お
、
す
で
に
拠
点
基
地
の

倉
庫
に
は
、
ろ
水
機
、
発
電
機
、

無
線
機
な
ど
、
主
に
地
震
発
生

直
後
の
救
出
活
動
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
た
め
の
資
器
材
が
備

蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。

友
好
都
市
と
協
定

市
で
は
友
好
都
市
提
携
を
し

て
い
る
岐
阜
県
高
山
市
、
岩
手

県
花
巻
市
と
、
地
震
な
ど
の
災

害
時
に
協
力
す
る

「災
害
時
相

互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た。
主
な
内
容
は
、
①
食
料
や
飲

料
水
な
ど
生
活
必
需
品
の
提

供
、
②
被
災
者
の
救
出
や
医
療

な
ど
に
必
要
な
資
器
材
の
提

供
、
③
職
員
の
派
遣
、
④
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
あ
っ
せ
ん
、
⑤
児

童
・
生
徒
な
ど
の
受
げ
入
れ
、

、
な
ど
で
す
。

情
報
の
伝
達
は

市
で
は
、

F
M湘
南
ナ
パ
サ

(
湘
南
平
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
)
、
お
よ
び
S
C
N
(湘
南
ケ

ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
と
災

害
時
の
広
報
活
動
に
関
す
る
協

定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
災
害
時

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
マ
が
流

れ
ま
す
の
で
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
か
ら
正
し
い
情
報
を
聞
く
よ

う
に
心
掛
目
て
く
だ
さ
い
。

阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
学
ぶ

ロ

マ
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で
も
防
災

会
議
を
。
家
族
が
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法
や
集

合
場
所
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
非
常
持

ち
出
し
品
の
点
検
も
家
族
全
員

で
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

マ
避
難
す
る
と
き
は
失
火
対
策

を
忘
れ
ず
に
。
ブ
レ
ー
カ
ー
を

切
り
、
電
気
器
具
の
コ
ン
セ
ン

ト
を
披
き
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

元
栓
を
締
め
ま
し
ょ
う

円

v
避
難
す
る
と
き
は
火
の
手
の

位
置
や
、
風
向
き
を
確
認
し
、

安
全
な
通
り
(
広
い
道
路
)
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

マ
ガ
ム
テ
1
プ
も
あ
る
と
便
利

な
も
の
の

一
つ
。
ガ
ラ
ス
の
破

片
を
片
付
甘
る
、
止
血
の
た
め

包
帯
の
上
か
ら
巻
く
、
窓
ガ
ラ

ス
に
は
る
な
ど
用
途
は
様
々

な
お
、
公
共
の
電
波
を
使
っ

て
情
報
を
伝
え
る
手
段
と
し
て

防
災
無
線
に
よ
る
放
送
が
あ
り

ま
す
。
市
で
は

「災
害
に
関
す

る
こ
と
」「
人
命
に
関
わ
り
緊

急
を
要
す
る
こ
と
」
な
ど
に
限

り
放
送
を
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
災
害
時
に
防
災
無
線

で
放
送
し
た
内
容
は
、

F
M
湘

南
ナ
パ
サ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
周
渡
数
沌
・

3

J
な

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
募
集

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
い
ざ

と
い
う
と
き
家
庭
に
い
る
女
性

が
防
災
活
動
を
効
果
的
に
行
え

る
よ
う
、
防
災
に
関
す
る
知
識

を
持
つ
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
講
座
を
聞
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
叩
月
初
日
(
月
)
午

前
9
時
1
午
後
4
時

マ
会
場
県
総
合
防
災
セ
ン
タ

ー

(
厚
木
市
)

マ
募
集
人
員
印
歳
以
下
の
女

性
別
人

マ
申
し
込
み
先

総

3
5
7
)

防
災
醜

(
内

F識が家@耐震椙談会』を圏〈
地震防災対策について

市では阪神・淡路大震災の際の倒壊家屋の状況を踏まえ、建築指導課に「我

が家の耐震相談コーナー」を設置していますが、次のとおり特別週間を設け

て「我が家の耐震相験会」を実施します。

日ごろ自分の家の耐震について不安をお持ちの方や、耐震の基準について

お知りになりたい方などは、との機会にぜひご相談ください。

く〉相談会日程 10月 16日(月)---20日(金)

・時間午前9時~午後4時(正午~午後 l時を除く)

。会 場 市 役 所 1階市民ホール
。 申し込み方法 9月18臼(月)-29臼(金)の間に篭話で建築指導課へ。

希望者多数の場合は日時を調整させていただきます。なお、「我が家の耐震

相談についてJのパンフレットを市役所 1階受付、建築指導鶴、 MNピ ル10
階スカイプラザ、各公民館でお配りしていますのでご利用ください。

。 申し込み先建築指導課ft23-1111(内線609)

ρ 

ゾ、

あなたの提案募集中
阪神・淡路大震災の教訓を生かし、市では

地 震 防災対策の総合的な見直 しを様々な角度

から進めています。

現在、地震防災計画室では、今後の対策の

参考とさせていただくため 、 防 災 に 関 す る 市

民のみなさんのご意見・ご提案を募集してい

ます。

f地震に対してこのようなことが有効だ」

な ど、みな さ ん が お 考 え に なっている乙とを、

ぜひお寄せください。

マ送り先 平塚市企画部地震防災計画室

・住所 干 254平塚市浅間町9番 1号

-電話 23-1111 (内線638)



避難施設 対象自治会名
地鰻拠点
塞 地

.豊田平等寺自治会・畳

豊田小学校
田打闇木自治会・豊田小 豊田
嶺自治会・痩回宣言下自治

小学校会 ・西町自治会・種田本
宿自治会・盟申自治会

-刷北自治会.丸島自治
会 ・大畑自治会・矢崎自
治会・西海地自治会・入 岡崎岡崎小学綬 山瀬自治会・市営岡崎住

小学綬宅自治会・3、じみ野自治
会.王御住自治会.南f'~軍
みどりケ丘自治会

-入野町内会・長持町内会 金田
金田小学綬 -寺田縄町内会.長瀬町内

小学綬
会.頴島町内会

旭陵中学校
船 所自治会
-ヨ向岡自治会

旭小学校 6要望E問自治会 旭小学校

-可内自治会.徳延自治会
松延小学校 .黄浜ゴム徳延社宅自治会

.纏自治会

勝原小学校
.封縄自治会.万田自治会
.寄村西自治会

山城中学校 -上山下自治会.笥村東自 山下
治会.万国貝嫁自治会

小学校

.葛根自治会・下山下自治
山下小学校 会.u下団地自治会・~宮

ハイツ自治会

-熔之内自治会(一部)
金目小学綬 .太田自治会(南地区)

e平之内自治会

-玄川自治会 金 目
金旭中学綬 e守岡北自治会 (4区) 小学綬

五領ケ台 e干須谷自治会・恨下自治
高 校 会e守岡商自治会

みすぼ
e煽之内自治会(一部)

小学校 ~t久保自治会俳久保自
治会.大久保自治会

@膏柳自治会@真田東部自
みすぼ東海大学 治会@奥田西部自治会@奥
小学校

回ウッドパーク自治会

e守岡北自治会(1.2.3区)
金目中学校 .太田自治会(北地区)

。編之内自治会(一部)

土屋小学校 .大庶子分自治会.惣領分
土屋

土沢中学綬
自治会.上惣領自治会.大

小学綬
寺分自治会

吉沢小学校 -下吉沢自治会・上吉沢自 吉沢小学校
治会~吉沢自治会

く

広報.

ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
安

全
な
場
所
の
と
と
で
す
。

こ
の
場
所
は
、
周
り
が
火
の

海
に
な
る
よ
う
な
危
険
が
迫
っ

た
と
き
に
避
難
す
る
場
所
で
、

「
警
戒
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
た

り
、
地
震
が
発
生
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
た
だ
ち
に
避
難
す
る

場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
減
拠
点
墓
地
は

選灘施設 対象自治会名
地域拠点
纂 地

訟が丘小学絞
-束中原自治会 大野中学校

大野中学綬

g卸殿西町内会鎖卸殿南町
内会・11宿東町内会・醸宿

中原小学校 西町内会・腹宿南町内会.
裏宿北町内会・上宿北町内
会・下宿住宅自治会・子の
神住宅自治会

.卸殿東町内会・下宿東町 中 原
大原高綬 内会・下宿西町内会・下宿 小学絞

南町内会・下宿北町内会

.卸殿北町内会・上宿東町
大原小学校 内会・上宿南町内会~宿

東町内会・P宿西町内会

中原中学綬 -新川鋪自治会

.黄宿町内会e葉町町内会

南原小学絞
-鍛冶町町内会・司原町内 南 原
会・上町町内会・土手新町 小学校
町内会

.大神第一自治会・大神第
二自治会・大神第三自治会

神田中学校 -大神第四自治会eき際自
治会ea村第五自治会e'IL
塚リパーサイドダイヤモン
ドマンション自治会

格復小学校 e直竹団地自治会・E村第
一自治会ea村第二自治会

ea村第三自治会ea村第 神 田

神田小学校 四自治会6宮の前住宅自治 小学校

4Ze三h 

cm村第六自治会cm村図
地自治会・サンシャイン平
縁自治会.秀和レジデンス

神図 高校 平塚自治会.サニーメソン
平嫁自治会・ダイアパレス
平塚自治会・ダイアパレス
平塚第五自治会

犠内中学校 創質内連合自治会
織内小学綬|

横内小学校 @軽量内団地連合自治会

.大島自治会.大島団地自

減島小学枝 治会・.，J、鍋島自治会・下島
自治会.下島第一団地自治 城 島

会・下島第二図地自治会

e城所自治会
大住中学校

豊図小学校|@賢子縄自治会

災
害
対
策
は
、
ま
ず
情
報
の

収
集

・
伝
達
か
ら
始
ま
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
災
害
が
発
生
し
た

り
、
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
、
市
内
を
二
十
五
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
目
、
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

小
・
中
学
校
な
ど
に
地
域
拠
点

基
地
を
設
置
し
ま
す
。

各
拠
点
基
地
に
は
八
人
か
ら

十
三
人
の
市
職
員
が
配
備
さ

れ
、
情
報
の
収
集
伝
達
・
被
害

状
況
の
把
握

・
地
域
内
の
救
援

救
護
活
動

・
自
主
防
災
組
織
と

の
連
絡
調
整

・
備
蓄
し
て
い
る

防
災
資
器
材
の
貸
し
出
し
な
ど

を
行
い
ま
す
。

札lt(__t3(jJ1院予マゾ}

避難施設 対象自治会名
地縁拠点
塞 地

-珂石町会・江谷町町内会
-宝町自治会eヨの前自治
会g吉松町自治会・棄京ガ

江陽中学校
ス平塚アパート自治会雌ミ崇善

団住宅平嫁団地自治会・サ 小学校
ニープラザ平銀自治会・ラ
イオンズマンション平縁宝
町自治会

-老松町プリメーラ平嫁自
治会e若松町自治会・ハ千

松原小学佼 代町自治会6天沼自治会.
馬入本町自治会.菱木町中 松 原
堂自治会 小学校

合宿小学校 修費賀新田自治会
(茅ヶ崎市)

ea錨自治会・平TJニュー

八幡小学校
ライフ自治会・富野町自治
会側言野町自治会・上町自
治会 J¥ 幡

小学絞
-板戸自治会.芭沼自治会
- 町自治会・総葉町自治
4Z03h E 

神明中学絞 -下郷第二自治会・中原下 大野
宿第一自治会.争原下宿第

小学絞
二自治会

制野町自治会 大野中学絞

-下郷第一自治会・下郷第
三自治会・下郷第四自治会
-上郷自治会@観音町第一
自治会e観音町第二自治会

大野
4JtI庭第一自治会・P庭第 小学綬大野小学絞 二自治会.東町自治会oim
町自治会6酒町東部自治会
cl!i町西部自治会@休町第
一自治会副本町第二自治会

.大真土東第二自治会

~旨里東自治会・さき里南自
治会~里西自治会.大. 
土東第一自治会・大真土三

真土小学佼
. 土小学校

谷自治会.大真土函第一自
治会.大.土西第二自治会
eき.土北町自治会e主翼
土日産自治会・き真土入町
自治会

地域拠点基地はおか所の小 ・中学校

に、また広域避難場所は火災が延焼・

広大ずる恐れのある地区(要避難

地区)に設置される。避難につい

ては、市や防災関係機関の指

示によるものと市民のみなさ

んの自主的な判断による

ものがあるが、いずれに

しても状況を的確に

判断し、冷静に行動

することが大切。

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
現
在
市
内
に
は
自
治

会
単
位
に
二
百
五
の
自
主
防
災

会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

避難施設・拠点墓地のご確認を

臨
時
毅
護
所
は

大
地
震
が
発
生
し
、
数
多
く

の
負
傷
者
が
出
た
場
合
、
市
内

十
三
か
所
に
臨
時
救
護
所
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

救
護
に
は
医
師
会
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
を
さ
れ
て
い
る
看

護
婦
の
み
な
さ
ん
が
あ
た
り
ま

す。

要
避
難
地
区
と
は

第55ア号

市
で
は
、
市
内
を
要
避
難
地

区
と
任
意
避
難
地
区
に
分
貯
て

い
ま
す
。
要
避
難
地
区
と
は
、

火
災
が
延
焼
拡
大
す
る
危
険
が

あ
る
区
域
の
こ
と
で
、
避
難
場

所
は
広
域
避
難
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

任
意
避
難
地
区
は
、
周
辺
の

空
き
地
な
ど
安
全
な
場
所
に
容

易
に
避
難
で
き
る
区
域
の
こ
と

で
す
。

選量産&ffi設 対象自治会名
地主義鎚点

• 地

-パークサイド平塚自治会
太洋中学校 .葛浜台自治会.欄南高浜

台八イツ自治会
洋太

高浜高校
-千石河岸自治会e幸町自 中 学校
治会酬し場横町自治会

平塚鏡鎗場 6貢賀北町自治会

港小学校 -夕陽ケ丘自治会 港小学校
elt宮町自治会

花水小学校
.語紙ケ丘自治会
-簡ケ浜自治会 花 水

.桃浜町自治会・1/¥重町長町 小学校
浜岳中学後

自治会.公風町自治会

なでしこ
- ケ浜東部自治会・紅ケ

小学校
浜西部自治会e7t水台自治
会.嫡子原自治会

平 塚 -黒部丘第一親睦会
工業高校 .黒部E西部自治会 なでしこ

小学後
日本たばこ 6黒部丘東部自治会
産業体育館 -魔平自治会

大磯高校 .奮ケ原自治会・平嫁ガー
(大滋町) デンホームズ自治会

.豊原町内会・三区町内会
富士見 ezg区町内会・五区町内会
小学校 -二十四軒町自治会・二葉

aZe三・-

春日野 e'1!i仲町町内会
中学校 制卯町町内会

平塚西工業
制安ケ丘自治会 富士見

妓術高校
小学綬

平 Eま 。富士見平町内会
商業高校 -やm町内会

平 塚 。富士見町内会
江南高校 - 訪町会(1、2J1JI)

平 嫁 -上平塚町内会
農業高校 6車訪町会(3班)

.差問町町内会・立野町町

宗管小学校
内会・見附町町内会e錦町 祭普

町内会.チユリス平嫁自治 小学綬
会.蔵相平嫁コープ自治会

流
を
深
め
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
日
中
家
庭
に
い
る
可

能
性
が
高
い
女
性
や
お
年
寄

り
、
そ
し
て
子
供
な
ど
を
含
め

た
体
制
づ
く
り
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

災
害
弱
者
に
な
り
か
ね
な
い
身

体
障
害
者
の
方
や
外
国
人
な
ど

へ
の
援
助
体
制
を
整
え
て
、
だ

れ
も
が
安
心
し
て
住
め
る
街
づ

自
白 雪
主 22
防釜
災皆
組雰
醤罷で

のす
活町

動
lま

避

難

施

設

は

地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り
被

害
を
受
防
た
た
め
避
難
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
方
や
、
余
震
な

ど
に
よ
り
被
害
を
受
廿
る
恐
れ

の
あ
る
方
に

一
定
期
間
入
所
し

て
い
た
だ
く
施
設
で
す
。

市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
五

十
七
か
所
が
避
難
施
設
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぐ
う
え
で
大
き
な
効
果
を
あ
げ

た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
一
人
一
人
が
ば

ら
ば
ら
に
行
動
す
る
よ
り
も
、

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
活
動
に
当

た
る
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
人
々
と
の
交

「
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

が
近
所
の
人
た
ち
の
手
で
救
出

さ
れ
た
」「
み
ん
な
で
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
を
し
て
延
焼
を
食
い
止

め
た
」
。
阪
神
・淡
路
大
震
災
で

は
、
こ
う
し
た
地
域
ぐ
る
み
の

防
災
活
動
が
被
害
の
拡
大
を
防

広
域
避
難
場
所
は

(5) 

火
が
燃
え
広
が
り
、
辺
り

一

面
が
火
の
海
に
な
っ
て
も
熱
か



(6) 平成ア年8月 15日広報ひらつか

..-圃h

カレーの具にも人生が
中学校甑劇発表会が 8月 1日市民センタ

ーで聞かれ参加校の熱演に盛んな拍手が送
られました。ジャガイモの秘められた恋、
ニンジン夫婦のけんかやいたわりといった

物語を、ユーモアたっぷりの演技で客席は
大 笑いでした。
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涯
を
閉
じ
た
母
の
形
見
に
な
ろ

う
と
は・・
・・・
・。

大
正
十
三
年
に
両
親
が
結
婚

。
••••• 日

数
あ
る
宝
物
の
中
で
第
一
に

“
取
り
上
げ
た
い
の
が
こ
の
針
箱

・
で
す
。五

十
年
前
の
七
月
十
六
日
の

抱
き
し
め
て
い
た
の
が
こ
の
針

箱
で
す
。
そ
れ
が
そ
の
と
き
の

傷
で
四
十
二
歳
と
い
う
若
い
生

-
英
語
の
本
を
読
も
う

英
曹
を
読
む
会

(
E
L
C
)

で
は
、
新
し
い
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
本
を
読
ん
で
楽
し
む
サ
ー
ク

ル
で
、
年
齢
や
男
女
は
問
い
ま

せ
ん
。

マ
日
程
毎
週
木
唱
団

マ
時
間
午
後
7
時
初
分
5
9

時マ
場
所
背
少
年
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
板

倉
原
正
宮
(
制
)
7
5
0
7

-
ゆ
と
り
す
と
フ
ェ
ス
タ

平
塚
背
年
会
議
所
で
は
、
新

し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
楽

し
み
な
が
ら
各
地
の
子
供
た
ち

と
の
交
流
を
図
ろ
う
と
「
ゆ
と

り
す
と
フ
ェ
ス
タ
百
」
を
開
催

し
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
ご
参

加
を
。

マ
期
日

8
月
初
日
(
土
)

午
前
9
時
3
午
後
4

マ
時
間

時マ
時
間
総
合
公
園

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
議
所

宮

(幻
)
6
4
7
4

-
太
極
拳
初
心
者
教
室

湘
南
太
極
拳
愛
好
会
で
は
、

初
心
者
教
室
を
聞
き
ま
す
。
武

術
と
し
て
も
奥
が
深
く
、
健
康
の

た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

マ
日
程

9
月
'
t
'
U
月
の
間
で

月
2
回
の
日
曜
日
(
全
8
回
)

マ
時
間
午
後
0
時
1
1
時
印

分マ
場
所
富
士
見
公
民
館

マ
講
習
費
五
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
増

田
民
子
宮

(泊
)
2
9
8
6

-
親
子
観
劇
会
へ

平
塚
市
私
立
幼
稚
園
父
母
の

会
連
合
会
で
は
親
子
観
劇
会
を

開
催
し
ま
す
が
、
当
日
券
に
多

。
揺
り
ま
す
①
有
料
女
児
用

七
五
三
器
物
、
ゆ
り
か
ご
、
搾
乳

器、

A
製
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
赤
ち
ゃ

ん
用
お
宮
参
り
ド
レ
ス
、
ベ
ビ
ー

し
た
と
き
の
母
の
嫁
入
り
道
具

の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
家
中
の
夜
異
の
手
入
れ
や

•••••••••

•••••• 

R
H
U町
J
M
1
4

、.，，

j

司
崎
川

丘

叩
釦
wJ
W

'の
矧

見
川

崎
封

千
lv

幸

田
山

」、.....
F た出焼夜
. 。し夷ぃ、

・ そ 裏弾あ
・ のののの
・ とい雨 平

きもの壕
、畑中大

思へを空
わ逃外襲
ずげにの
胸ま飛と
に しびき

家
族
の
着
物
を
仕
立
て
た
り
す

る
と
き
、
縫
い
針
を
髭
に
あ
て

が
い
す
べ
り
を
よ
く
し
て
い
た

パ
ス
、
子
供
用
手
押
し
率
、
調
乳

ポ
ッ
ト
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
本

棚
、
線
の
回
転
座
い
す
、
テ
ー
ブ

ル
、
食
卓
用
い
す
、
サ
ウ
ナ
、
パ

H
H
HH
H
H・
・
・
・
・

.
0

母
の
あ
の
仕
草
を
な
つ
か
し
く

日

思
い
出
し
ま
す
。

日

朝
か
ら
夜
寝
る
ま
で
働
き
ど

い

お
し
で
良
襲
賢
母
を
地
で
い
っ
=

た
明
治
の
女
の
姿
が
、
今
な
お
=

こ
の
針
箱
と
だ
ぶ
り
ま
す
。
=

私
の

一
番
古
い
思
い
出
と
し
=

て
、
六
十
数
年
前
の
母
の
背
の
=

ぬ
く
も
り
が
、
ふ
っ
と
よ
み
が
=

え
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
=

ο

=
 

み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
=

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
=

1
。
紹
介
文
を
三
百
字
程
度
に

=

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
二

マ
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

・
• 

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

・
• 

陳
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

“

------Q 少
の
ゆ
と
り
が
あ
る
の
で
一
般

の
方
も
ど
う
ぞ
鑑
賞
を
。

マ
期
日

8
月
お
日
(
金
)

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
開
演
午
後
2
時

マ
内
容
劇
団
飛
行
船
に
よ
る

「楽
し
い
ム
l
ミ
ン

一
家
」

マ
入
場
料

一
千
七
百
円

(
3

歳
以
上
の
方
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
増

田
直
美
雪

(日
)
6
3
2
9

-
大
人
の
サ
ッ
カ
ー
を

湘
南
ミ
ド
ル
オ
ー
シ
ャ
ン
サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
三

十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ぐ
ら
い
の

方
で
、
未
経
験
者
も
大
歓
迎
で

す
。
練
習
は
、
土
曜
ま
た
は
日

曜
日
に
市
内
の
グ
ラ
ン
ド
で
行

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
で
楽
し
く

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
小

宮
昭
彦
君
(
臼
)
1
0
8
3

・
将
棋
の
会
員
に

湘
南
将
棋
教
室
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
先
生
に

よ
る
親
切
な
指
導
も
あ
り
初
心

者
か
ら
有
段
者
ま
で
楽
し
め
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
を
。

マ
日
時
毎
週
土
眼
目
、
午
後

3
時

3
9時
却
分

マ
場
所
松
原
公
民
館

マ
対
象
小
学
生
以
上

マ
会
費
月
一
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
菅

原
英
行
宮
(
幻
)
5
8
3
5

-
少
年
ラ
グ
ビ
ー
教
室

湘
南
平
塚
ラ
ガ
1
ズ
で
は
、
九

月
よ
り
少
年
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー

ル
を
開
校
し
ま
す
。
だ
円
の
ボ

ー
ル
を
通
じ
て
心
身
の
向
上
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

マ
対
象

小
学
校
4
3
6
年
生

の
健
康
な
男
子

マ
練
習
日
時
毎
月
第
1
・
第

3
日
昭
目
、
午
前
日
時
初
分

Z
E
U
時

マ
場
所
湘
南
海
岸
公
園
ほ
か

マ
会
費
月
五
百
円

マ
入
会
金
二
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の

谷
元
博
信
(
幻
)
7
3
7
8

・
市
民
市
に
出
庖
を

第
二
十
二
回
ひ
ら
つ
か
市
民

市
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
個

庖
出
庖
者
を
募
集
し
ま
す
。
参

加
資
格
、
会
場
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
開
催
白
山
月
ぬ
日
(
日
)

雨
天
の
場
合
は
日
月
3
日
(
祝
)

マ
時
間
午
前
日
時
1
午
後
4

時マ
参
加
料
・
手
作
り
品
の
庖

一
千
円
・
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

庖
一
千
五
百
円

マ
申
込
期
限

9
月
口
日
(
火
)

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
所
定
の
申
込
曹
に
記
入

の
う
え
、
〒
加
平
塚
市
松
風
町

2
!
日
平
塚
腎
年
会
議
所
内

百
ひ
ら
つ
か
市
民
市
実
行
委
員

会
宮
(
幻
)
6
4
7
4
へ。

-
ぺ
ン
習
字
の
仲
間
に

わ
か
ば
ペ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

マ
日
時
毎
月
第
2
・
第
4
金

曜
日
、
午
後
1
時
却
分
1
3時

初
分

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
橘

川
カ
ネ
子
宮
(
お
)
1
2
2
2

0
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
み
な

さ
ん
の
ベ
l
ジ
。
会
員
募
集
、

イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
を
掲
載
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

イ
オ
リ
ン
、
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
、
ェ

レ
ク
ト
1
ン
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ジ
ム
、
也
子
ピ
ア
ノ
、
ス
テ
レ
オ
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
②
無
料
マ
タ
ニ

テ
ィ
ド
レ
ス
、
ペ
ピ
1
ラ
ッ
ク
、

子
供
用
食
事
い
す
、
お
む
つ
干
し
、

雨
が
つ
ぽ
、
高
校
女
子
制
服
、
座

卓
、
和
風
蛍
光
灯
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
用
品
、
プ
ロ

パ
ン
用
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
自
転
車

。
纏
っ
て
く
だ
さ
い
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
l
ト
、
ベ
ビ
1
ベ
ッ
ド
、
オ

ル
ゴ
ー
ル
メ
リ
1
、
A
型

-
B型

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
男
児
用
七
五
三
者

物
、
ぶ
ら
ん
こ
、
滑
り
台
、
棚
、

二
段
ベ
ッ
ド
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
介
種
用
ベ

ッ
ド
、
エ
ア
コ
ン
、
ス
ピ
ー
カ

ー
、
洗
縮
機
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、

パ
ソ
コ
ン
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
、
ミ

シ
ン
、
鳥
か
ご
、
剣
道
M

伯
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
用
湯
沸
か
し
器
、
子
供

用
自
転
車
、
剣
道
防
具
一
式

。
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
眼
市
民
生
活
係
(
内
線
2
6

3
)

ヘ。

言
葉
の
発
達
と
遊
び

「
こ
と
ば
が
遅
い
な
」
「
も
う
少
し
お
し

ゃ
べ
り
が
で
き
て
も
い
い
な
」
と
、
子
供
の

言
葉
に
不
安
を
抱
く
と
、
お
母
さ
ん
は
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
所
へ
行
き
話
を
聞
い
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
は
「
話
し
掛
貯
を
多
く
し
て
、

お
子
さ
ん
と

一
緒
に
遊
ぶ
時
聞
を
多
く
し
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ

「遊
ぶ
」
こ
と
が
大
切
な
の

で
し
ょ
う
か
。

言
葉
が
育
つ
に
は
、
ま
ず
人

と
の
気
持
ち
の
通
い
合
い
が
必
要
で
す
。
そ

の
基
礎
と
な
る
も
の
が
子
供
と
親
と
の
遊
び

な
の
で
す
。
そ
の
遊
び
の
や
り
と
り
を
通
し

て
言
葉
が
育
っ
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。

子
供
と
遊
ぶ
時
は
、
肩
車
や
で
ん
ぐ
り
返

し
な
ど
子
供
が
親
に
し
て
も
ら
う
と
喜
ぶ
こ

と
や
、
親
と

一
緒
に
す
る
と
楽
し
い
と
思
う

こ
と
を
、
子
供
の
求
め
に
応
じ
て
繰
り
返
し

遊
ぶ
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

親
が
子
供
を
喜
ば
せ
、
子
供
の
様
子
を
見

て
親
が
喜
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
お
互
い
の
気
持

ち
を
通
わ
せ
な
が
ら
親
子
が
機
嫌
よ
く
遊
ん

で
い
る
と
、
そ
の
う
ち
子
供
は
母
親
の
ま
ね

を
し
、
珍
し
い
も
の
を
見
付
け
る
と
共
感
を

求
め
て
指
さ
し
を
し
な
が
ら

「ア
ッ
ア
ッ
」

と
言
っ
て
親
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
親
の
顔
を
じ
っ
と
見
つ
め
親
の

言
う
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
意
味
を
理
解
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
や
り
と

り
の
中
で
子
供
は
、
自
分
の
伝
え
よ
う
と
し

た
こ
と
を
認
め
て
も
ら
い
、
ほ
め
て
も
ら
う

機
会
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
言

葉
の
使
い
方
が
分
か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る

の
で
す。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山
一
ホ
普
小
学
校
北
側

・
宮
(お
)
6
0
1
2

総恰大畿鍵俵F摂棚倉錫註J憶か「む5Jおま蹴WttJ空ぞき獄況
10月31日(火)
午後6時開演(1回のみ)

0会場市民センタ ー
。主な出演者坂東彦三郎、津村藤十郎、

大谷友右衛門、中村芝省、市川園蔵、片
岡十蔵

。 入場料 S席 4.000円、 A 席3.000円、
B席2.000円(会席指定)

。問 い 合 わ せ 先 市 民 セ ン タ一宮32-2235

く〉日時
。申し込みひらつか天城山荘
※申し込みは 6か月前から受け付け

・電話 0558-87 -1050 

• FAX 0558-87-0557 

-住 所 〒410-32 静岡県田方郡

天城湯ケ島町上船原1120ー l
• 1泊 2食付き、大人4.925門、子供4.405門
。問い合 わせ 交流親善鵠(内線597)

X印満室 A印早めに申し込みを O印まだ余絡がある (8月 2日現在)

91 (日) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728293ゆ
月|冊 金 土 日 月 火 水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土
I xxxOxxxxxxxxxOxxム休休休 XXX060000X

。前売り 8月27日(臼)午前10時から市民センタ一、チケットびあ(長崎
屋 4階)、チケットセゾン(ラスカ東側)、ヤンレイレコード、稲元屋楽器
l苫、サクラ密l吉、花水密底、越地主~l苫、後藤哲底、サクラ文具旭1苫、文栄
堂、マイブックス、横田密底、出口容1苫
。電電話予約 8月29日(火)午前8時30分から市民センターで受け付け
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火
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U
木
ム

川
崎
水

O

口
火
O

M
月

O

M
M
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O

M
土
×

日
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O

U
木
休

日
水
休
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火
休

9
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休

8
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0

7
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×

6
金
0

5
木

0

4
水

0

3
火
×

2
月
×

1
日
O

日
畷

叩

月





(8) 

②
飲
食
売
底
は
、
調
理
師
、
ふ
ぐ

包
丁
師
等
免
許
証
、
食
品
術
生
資

任
者
鱗
瑚
口
終
了
証
倍
、
普
通
売
庖

は
、
製
菓
衛
生
師
等
免
許
証
~
食

品
衛
生
責
任
者
講
習
終
了
証
告
の

い
ず
れ
か
の
資
格
所
有
者
が
い
る

と
と
③
希
望
す
る
売
底
と
同
じ

業
務
を
塑
内
で
1
年
以
上
営
業
し

て
い
る
こ
と
④
市
税
な
ど
市
の

徴
収
金
に
滞
納
が
な
い
こ
と

マ
持
品
世
ず
る
も
の
①
住
民
訴
ま

た
は
外
国
人
登
録
済
証
明
密
②

市
税
完
納
証
明
(
法
人
は
法
人
分

と
代
表
者
分
の
2
部
)
③
印
鑑

智
嚢
許
可
古
霊
築
資
絡
の

項
の
②
の
各
証
窃
⑥
法
人
は
定

款
と
登
記
簿
謄
本

マ
受
付
期
間

8
月
幻
自
(
火
)

1
n日
(水
)

マ
時
間
午
後
2
時
3
4時

マ
受
付
場
所
平
塚
競
輪
場

問
い
合
わ
せ
は
、
事
業
課
宮

(幻

)
3
9
3
5
へ。

手帳

平成ア年8月 15日

広 報

広報ひらつか

A-競
輪
場
の
売
底
募
集

av初
級
手
話
講
座
開
く

第 55ア号

マ
定
円
H

犯
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
陣
容
福
祉
部
(
内
線
2
2
2
)

へ。-
家
庭
看
護
講
習
会
が

マ
日
程

9
月
4
日
(
月

)
s
m

月
2
日
(
月
)
の
全
8
回

マ
時
間

午
後
1
時
1
4時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員

初
人

(
先
滋
順
)

マ
受
講
料
五
百
円

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
宮
(
お
)

2
3
3
3
へ。

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
同

校
へ問

い
合
わ
せ
は
、
同
校
宮
(
臼
)

0
0
5
8
へ
。

{
初
心
者
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
}

マ
日
程

9
月
剖
日
(
日
)
3
ロ

月
口
日
(
日
)
の
土
躍
日
ま
た
は

日
曜
日
、
全
8
回

マ
時
間
午
前
9
時

t
u時

マ
会
場

五
領
ケ
台
高
校

マ
対
象
、
定
員
小
学
校
高
学
年

お
よ
び
中
学
生
の
男
子
優
先
で
約

却
人
(
抽
選
)

マ
受
講
料
四
百
円

マ
申
込
期
限

8
月
別
臼
(
木
)

マ
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

mu

話
番
号
を
記
入
し
て
同
校
へ

問
い
合
わ
せ
は
、
同
校
宮
(
臼
)

1
0
2
1
へ
。

-
標
語
作
品
の
募
集

マ
応
募
期
限

9
月
初
日
(
土
)

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
開
会

宮

(臼
)
1
2
1
1
へ
。

A-日
赤
か
ら
の
お
礼

五
月
に
実
施
し
た
赤
十
字
社
員

増
強
運
動
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

一

千
九
百
六
十
七
万
円
余
り
の
社
資

が
鈍
ま
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
赤
平
塚
市
地
区

av園
芸
教
室
を
開
く

県
湘
南
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
園
芸
教
室
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

9
月
M
臼
(
木
)
午
前

9
時
叩
分
S
U時
初
分

マ
会
場

県

段

差
E

館
(
駅
南
口
)

マ
内
容
秋
ま
き
草
死
球
根
の

作
り
方

マ
講
師
園
芸
研
究
家
三
谷
議

之
氏問

い
合
わ
せ
は
、
同
コ
ー
ナ
ー

宮

(幻
)
0
5
9
3
へ。

A
V美
術
展
の
作
品
募
集

募
集
し
ま
す
。

マ
対
象
旧
内
に
お
住
ま
い
ま
た

は
お
勤
め
の
勤
労
者

マ
部
門
絵
画
、

写
真
、
住
(出

口
聞
は
各
部
門
一
人
1
点
)

マ
出
品
料

1
点
一
千
円

マ
搬
入
白
9
月
2
日
(
土
)
、

3

日
(
臼
)

マ
搬
入
場
所
横
浜
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
地
下
一
階

群
し
く
は
、
mm労
働
福
祉
制
郎
君

側
(
抑
)
1
1
1
1内
線
4
0
5

7
へ
。

-
芦
屋
市
か
ら
の
お
礼

去
る

一
月
十
七
日
の
阪
神
・

淡

路
大
震
災
以
来
、
平
塚
市
民
の
み

な
さ
ま
か
ら
心
強
い
励
ま
し
と
多

く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
レ
た
。

今
後
と
も
、
一
日
も
早
く
芦
屋

の
ま
ち
の
再
生
を
成
し
遂
げ
る
た

め
全
市
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
と

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

芦
屋
市
長
北
村
春
江

av野
外
観
察
の
催
し
が

県
立
生
命
の
星
地
球
博
物
館
で

は
、
九
月
に
闘
か
れ
る
催
し
物
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

{
水
辺
の
動
物
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
}

マ
日
時

9
月
9
日
(
土
)
午
前

日
時
1
日
時

マ
場
所
松
田
町
(
予
定
)

マ
対
象
小

・
中
学
生
と
そ
の
保

髄
者

マ
定
員
印
人
(
抽
選
)

マ
内
容
野
外
観
察

マ
申
込
期
限

8
月
羽
田
(
火
)

【
イ
ネ
科
植
物
入
門
}

マ
日
程

9
月
3
臼
(
臼

)
s
m

月
8
日
(
臼
)
全
6
回

マ
場
所
地
球
博
物
館
笑
験
室
と

野
外

マ
対
象
県
内
に
お
住
ま
い
お
よ

び
お
勤
め
の
成
人

マ
定
員
刊
人
(抽
選
)

マ
内
容
室
内
講
義
、
笑
習
、
野

外
観
察

マ
受
講
料
四
千
百
二
十
円

マ
申
込
期
限

8
月
詑
臼
(
火
)

申
込
方
法
な
ど
群
し
く
は
、
同

や
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
+
+

H

~
岡
阿
阿
岡
同
同
凶

二

4

h

a
T
 

」
可

‘
T

M

社
会
福
祉
基
金
一は
、
地
域
福
敏
勝

一
万

円

ボ
1
イ
ス
カ

や

H
-

』『

や
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
ウ
ト
平
塚
第
三
国

五

千

円

川

村

ゃ
に

使

わ

れ

ま

す

。

井

上

朋

子

と

賀

寿

朋

会

十

万

一一

刺+

本
来
、
見
附
は
城
下
に
入
る

J

『
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
円
、
グ
リ
ー
ン
サ
ウ
ナ
募
金
箱

ιv

um

村
協
部
会
宮
(
お
)
2
3
3
3
へ。

一
千
二
百
八
十
四
円
進
藤
之
官
を
示
す
言
葉
で
城
門
の
こ
と

+

(

悲

略

)

進

一

万

円

、

震

医

院

こ

や

闘
を
い
い
、
城
下
に
入
る
人
々
を

咋

マ
社
会
福
祉
議
金
・
十
二
人

千

百
=
平
七
円
、
長
尾
準
平

吋

州
監
視
す
る
見
張
り
場
と
し
て
の

村
会

一

千

円

湘
南
カ
ラ
オ
ケ

二
千
円
び
わ
背
少
年
の
家
募

村

聞
役
目
を
持
っ
た
も
の
で
し
た
。

や

連
合
会
十
万
円
、
キ
ヨ
・ジ
ャ
金
箱
五
百
五
十
四
円
、
池
田

イ

付
従
っ
て
、
城
下
の
見
附
は
、
石

川

ズ
ダ
ン
ス
・
ス
ポ
ッ
ト

十
二

勇
・
ユ
キ
十
万
円
、
匿
名

村

山
…
垣
積
み
で
堅
ろ
う
な
門
が
設
置

+

万
四
千
二
百
六
十
九
円
沼
田
二
万
八
千
円

+

附
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

や

光
憲
・
鍛
次

三
千
円
、
ジ
ャ
マ
児
重
福
祉
へ
・

匿
名

ニ
ベ

悼

と
こ
ろ
で
、
宿
見
附
も
宿
の

付

ス
ト
ス
ポ
ッ
ト
平
塚
八
E
咲

町

千

円

村

叩
出
入
り
口
を
意
味
し
ま
す
が
、

日

庖
五
千
百
七
十
八
円
、
平
塚
マ
埜
藷
祉
へ
・
磯
崎
蹄
夫
+

伸

吋

時
宿
に
出
入
り
す
る
人
々
を
監
視

や

カ
ト
リ
ッ
ク
協
会
五
万
円
、
四
千
円

4

H

や

持
す
る
見
附
本
来
の
役
割
を
持
つ

4

匠
建
設
十
九
万
百
六
十
八
マ
交
通
遺
児
へ
・

投
野
繁
夫

吋

村

付
円
平
塚
さ
っ
き
会

一
万
円
、
十
五
万
円
、
湘
南
ド
ラ
イ
ピ
ン

付

制

た
も
の
で
は
な
く
、
見
附
と
見

↑
平
塚
市
料
理
飲
食
居
組
合
七
グ
ス
ク
ー
ル
九
千
五
百
七
十

ゃ

い汁

附
の
聞
が
正
式
な
宿
内
で
あ
る

+
万
八
千
八
百
四
十
四
円
平
木

一
円
、
泉
栄

一
一
千
円

川

村
こ
と
を
示
す
目
印
ほ
ど
の
意
味

メ
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・

1
村

、

-
R

J
F
】
司
圃

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
ご
協
H
p
u
n
-
岨
M
E
E官
民
酔
臨

カ

を

。

H

間
関
v
t副
圃
圃
圃
聴
留
置

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園
相
、
，
，
F

川
副
畠
圃
圃
圃
司

一
勺
l

課
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
4
2
5
)
小
川
H
M
S
鐘
圃
圃
圃

-
FM
持

へ

。

(

敬

称

略

)

仲

す

叫

-

一

室

・

日

本

特

殊

塗

料

平

塚

工

場

十

州

開

演

圃

園

内

d

万
円
日
霊
月
協
会
平
塚
支
部
特
『
叫

aur
--
園

、

自

事
務
局

三
万
円
、
母
会
侃
大
正
H
E
Y
E
且
.

.

 ，hm
 

琴
愛
好
塑
閉
会
士
一
万
円
岳

村

mrP
E
a
-λーし

澄
流
押
花
芸
術
岳
澄
会
二
万
六

制

M
M・
-
園
園
開
髭

千
八
百
四
円
、
な
で
し
こ
公
民
館
桝

EJ-
a岨
圃
圏
申
込

窓
口
一
千
九
百
八
十
八
円
、
岡
+
円
以
l

i
圃
圃
園
田
陣
宮
間

崎
公
民
館
窓
口
五
百
十
一
円
、
+

J
i
--f
a
圃
聞
躍
踊
躍

金

田

公

民

館

窓

口

十

円

、

金

目

仲

・

・

'
i

公
民
館
窓
口
四
百
十
七
円
盛

時
し
か
持
っ
て
い
な
い
の
が
普
通

田
公
民
館
窓
口
百
九
十
八
円
、
付
で
す
。
こ
れ
は
、
宿
が
村
の

一

吉
沢
公
民
館
慾
口
二
千
八
百
五

判
部
で
し
か
な
い
こ
と
を
物
語
る

十
四
円
、
出
町
普
地
区
高
齢
者
学
級
引
証
拠
に
も
な
り
ま
す
。
従
っ
て

受
講
者

二
千
百
五
十
円
富
士
仲
村
境
は
必
ず
し
も
見
附
と
同
じ

見
公
民
館
窓
口

二
千
六
百
五
十
件
位
置
に
あ
る
と
限
ら
な
い
の
で

円

安

健

太

一
千
円
宮
ず
が
、
平
塚
宿
の
場
合
は
、
ほ

公
民
館
窓
口
一
千
四
百
六
十
三

同日
付
ぼ
村
境
を
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

円
、
高
鹿
山
公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
H村

東
海
道
平
塚
宿
の
見
附
は
ニ

募
金
箱

一一一
千
九
十
円
、
平
塚
総
村4

u

カ
所
、
東
を
江
戸
見
附
、
西
を

合
体
育
館
職
員
一
同
六
千
円
、

un

花
水
公
民
館
窓
口
六
千
四
町
村
上
方
見
附
と
呼
ん
だ
と
あ
り
ま

松
原
公
民
館
窓
口

二
千
八
百
四
吋
す

J

が
、
残
さ
れ
た
江
戸
期
の
記

十
七
円
総
合
公
園
管
理
事
務
所

出
録
に
は
見
附
と
記
載
さ
れ
る
例

窓
口
九
百
十
五
円
平
塚
総
合

時
は
な
く
、
享
和
年
代
の

「東
海

体
育
館
窓
口
七
百
八
円
附
迫
叙
脱
却
絵
図
」
で
は
、
宿
境

館
企
画
持
及
陳
宮
0
4
6
5
(
幻
)

1
5
1
5
へ。

-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

事
業
の
笑
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
振
興
係
(
内
線
6
7
3
)

へ。

(敬
称
略
)

・
平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル

四

十
二
万
五
千
円
、
平
塚
市
文
化
芸

能
協
会

三
万
円
、
遠
藤
武
彦

十
万
円-A

ポ
l
ツ
握
興
基
金

ス
ポ
ー
ツ
掘
興
基
金
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
腕
割
出
会
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
復

興
財
団
宮

(お
)
0
1
0
2
へ
。

(敬
称
略
)

・
遠
藤
武
彦
十
万
円

・
4

け
ど
り
基
金

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

を
示
す
言
葉
と
し
て

「鰐
一加

榔
」
が
あ
り
、
そ
の
脇
に
竹
や

ら
い
が
組
ま
れ
た
土
塁
が
鈍
か

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
土
星
を

見
附
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た

言
わ
れ
方
も
比
較
的
新
し
い
こ

と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

見
附
か
ら
見
附
ま
で
の
平
塚

宿
内
の
町
並
み
は
、
東
西
に
十

四
町
六
間
(
約

一
・
五
J

M
)

と
い
わ
れ
、
そ
の
中
に
本
陣
、

脇
本
陣
、

二
か
所
の
問
屋
場
、

高
札
場
な
ど
が
あ
り
、
天
保
年

代
に
は
平
塚
新
宿
を
含
め
、
四

見附町の名の由来ともなった
平塚見附の跡の碑
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百
四
十
三
軒
の
家
並
み
が
続
き

ま
し
た
。
ま
た
、
宿
と
宿
と
の

聞
の
距
離
は
、
と
の
見
附
(
傍

一ホ
杭
)
を
基
準
と
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
傍
示
杭
の
そ
ば
に

「
蹴
枯
」
と
い
い
、
本
陣
を
使

用
す
る
諸
家
、
大
名
の
標
識
が

掲
示
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
し

た
。
安
藤
広
重
の
浮
世
絵
「
東

海
道
五
十
三
次
」
に
も
傍
示
杭

の
そ
ば
に
こ
の
関
札
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
「
平
塚
見
附
の
跡
」

の
碑
は
、
今
の
市
民
セ
ン
タ
ー

西
側
に
あ
り
ま
す
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)


